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接続詞①


　新しいテーマ、「接続詞」について勉強をしましょう。生徒にとっては試験範囲ではありませんが、英語を読み進めて行くうえではどうしても避けて通ることは出来ません。またこの接続詞は、１学期に「句と節」を学習した際にも登場している項目なのです。
　今回はまず、接続詞について概略を検討しておきたいと思います。次号以降、それぞれについて具体例を検討したいと思います。更に英文を理解するためにどうしても必要な作業を実際に体験していただきたいと考えております。



(1)接続詞とは
　文と文をつなぐために、どうしても必要な語があります。「因果関係」を考えたり、「原因結果」を考えたり、日本語では小学校教育の中で学習される項目です。
 (a) He studied hard.  （彼は一生懸命勉強した）
 (b) He passed the examination. 　（彼は試験に合格した）
 この２つの英文は、(a)が原因で、(b)が結果として得られたことですね。単純に(c)のように並べても意味はとれますが、言語としては乏しいものがあります。幼稚です。
 (c) He studied hard.  He passed the examination.
　この幼稚さから脱却し、２つの文が関係していることを示すために私たちは「接続詞」なるものを使って、次のように表します。
 (d) He studied hard and he passed the examination.  （～した、そして・・・）
 (e) As he studied hard, he passed the examination.   （～なので、・・・）
　(d)で用いられた接続詞を『対等（等位）接続詞』とよび、(e)を『従属接続詞』といいます。
  　　　参考：関係代名詞（関係副詞）も広い意味では接続詞の仲間と考えることが出来ます。
(2)接続詞の種類
　接続詞は使い方や働きによっていくつかの種類に分類されています。代表的なものをご紹介いたします。
①等位（対等）接続詞　
  種類としては５つ存在しています。（　　）内は意味と考えて下さい。
　and (順接)　　but (逆接)　　or (選択)　　for (理由)　　so (結果)
　具体的には次号以下で詳細を触れますが、「対等」接続詞という名称からお分かりのように、２つ（以上）のものを「対等」に結びつける働きがあります。
 (f) My father and mother are very friendly.  （父と母はとても仲がいい）
　参考：「対等接続詞」として用いられる次のような副詞を『半接続詞』と呼ぶことがあります。
　　   so, still, however, then, therefore, moreover, hence, besides, accordingly, 
　　　 nevertheless, otherwise, 等。　
②従属接続詞
　２つ以上の「文」をつなぐ働きがあります。この使い方だけです。種類は対等接続詞とは異なり、多くの種類があります。知っていると思われる語をとりあえずご紹介いたしましょう。
　that, when, if, whether, while,  as,  because,  till,  until,  before,  after, 等。
いろいろな働きがありますので、対等接続詞のように、一つ一つの意味を添えることが出来ません。次号以降で詳しく検討してゆきます。一例だけ示します。
 (g) I think that Matchy is very kind.  （マッチはとても優しい人だと思う）
③群接続詞
  今までは１つの単語としての接続詞をご紹介いたしましたが、２語以上が集まって１つの接続詞と同じ働きをする語があります。これを『群接続詞』と呼びます。
  ・as soon as ～（～するとすぐに、～するやいなや）   
　・as if ～（まるで～であるかのように）
　・as long as ～（～する限りは）,      ・by the time ～（～する頃までには）
　・the moment ～（as soon as と同じ意味で用いられます）　
 (h) Tom left his house as soon as he received[ﾘｼｰｳﾞﾄﾞｩ] the telegram[ﾃﾚｸﾞﾗﾑ].
    （トムは電報を受け取るとすぐに家を出た）
④相関接続詞
  一対の語句（一方が接続詞、他方が副詞であることが多い）が呼応して、全体として接続詞の役目をするものがあります。これを『相関接続詞』と呼びます。基本的なものは、
  both A and B　（AもBも両方とも）[両者肯定]
  either A or B   （AかBのいずれか）[二者択一]
  neither A nor B （AもBもどちらも～ない）[両者否定]　
  not only  A  but (also) B　（AだけでなくBも）
  so 形容詞・副詞 that　～　（とても　　　なので～）
 (i) He is either an American or an Englishman.
    （彼はアメリカ人かイギリス人のどちらかだ）
   注意：これらの相関接続詞は英文を読む上ではとても大切なものなのです。１つ１つの語だけに注意　　　　 を向けているだけではいけないのです。数多く知っている必要があります。英文に慣れてくる         につれ、次第に注目しなければならない語に気がついてくることでしょう。
⑤接続詞の働きをする語　
　これまでにご紹介した語だけが接続詞であり、それ以外は接続詞ではないというものではありません。
　前置詞や副詞が接続詞の働きをすることもありあます。代表的な語に次の３つがあります。接続詞・前置詞・副詞の３つの役割があります。具体的な使用法についてはのちほど
ご紹介が出来ればと思います。
  since,   before,   after
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接続詞②ー対等接続詞


　前号で「接続詞」についてその種類の概略をご紹介いたしました。例文や説明等は不十分なままにとどめました。今回から１つずつの項目を重要な点に絞って説明してゆきたいと考えております。



PART Ⅰ（対等接続詞とは）
(1)対等接続詞の使い方
  ２つ以上の語・句・節を対等の関係で結ぶ働きをする接続詞を「対等接続詞」と呼びます。対等接続詞の左右には同じ語と語、句と句、節と節、また同じ品詞同士を結びつけなければなりません。例えば次のように単語が並んでいたとしましょう。対等接続詞のandは何と何を結びつけていると考えられますか？
  助動詞　＋　原形動詞　＋

 ＋　原形動詞



 and








  対等接続詞は「同じ語句」をつなげるのです。従って、Aのように考えるのは不適切。
Bのように考えなければなりません。
  A:これはいけません
助動詞＋原形動詞
 and
 原形動詞


  左側の枠内と右側の枠内が同じではないからです。








  B:このように考えます　 助動詞＋
原形動詞
and
原形動詞


この形を英文で確認してみましょう。
 (a) You cannot eat your cake and have it.  （諺です）
             助動詞  原形                接   原形
　何気なく普通に理解してしまったらおかしなことになりますよ。恐らく「ケーキを食べることが出来ない、そしてそれを持つ？」とでもなるのでしょうか。でも何を言っているのかはわかりません。そこで、上で確認したように（Bの解釈）次のようにまとめて考えます。
 You cannot (eat your cake and have it).  it = your cakeです。カッコ内の意味は「ケーキを食べてその上にケーキを持っている」ということ。ケーキは食べればなくなってしまいます。ですから、そんな虫のいいことは不可能だ→自分の菓子は食べたらなくなるものだ→両天秤はかけられない→２つ同時にうまいことは出来ませんよ、といった意味です。
(2)等位接続詞の実際例
　基本的な例文についてご紹介いたしましょう。
 ①AND（順接・並列・追加・添加）
 (a) John and Mary went up the hill. （ジョンとメアリは丘をのぼっていった） 
 (b) I will come if it is fine and if I am not busy. 
     （もしお天気で、忙しくなければ、私はまいります）
 (c) Push the button, and the door will open.  
   　（ボタンを押しなさい、そうすればドアは開きます）
    注意：これは「命令文＋and ～」で「・・・しなさい、そうすれば～」の意味。
 ②BUT（逆接・反対）（他に yet, and yet も用いられます）
 (d) The weather was bad but he started.  （天気は悪かったが、彼は出発した）
 (e) I like apples but he doesn't (like them).   （私はリンゴが好きだが彼は嫌いだ）
 ③OR（選択）  （他に nor, or else も用いられます）
 (f) He often travels on business or for pleasure.
     （彼は商用とか遊びでよく旅行する）
 (g) Finish your homework, or you cannot play outside.
     （宿題を終わらせなさい、さもないと外で遊べませんよ）
    注意：これは「命令文＋or ～」で「・・・しなさい、さもないと～」の意味。
 ④FOR（理由）（意味はbecauseと同じですが、使い方が異なります）
 (h) We know spring is coming, for we have seen a robin.
     （春が近いことが分かります、というのはコマドリの姿を見たから）
    参考：従属接続詞のbecauseとの相違：for は文末に追加する形でのみ用いられます。
　　　　　becauseは文頭でも、文末に追加する形でもOK.
 ⑤SO（添加・結果）
 (i) We have lost the ball, so we cannot play football.
     （ボールをなくしたのでサッカーができない）
(3)英文の構造を見抜く
　上記(1)で説明しましたように、対等接続詞は何と何を結んでいるかを考える必要があ
ります。例えば次のような構造から出発してみましょう。具体例は教科書で考えます。
 ・・・＋対等接続詞＋・・・
 考える手順：①右側の語句に注目し、何が書いてあるかを探る
 　　　　　　②それと同じ語句を左側から探す


PART Ⅱ（教科書の理解のために）
　特殊構文（省略）で扱った英文を再度取り上げます。
 I hadn't noticed the stalled car but the driver had. but の後を見ますと、・・・hadになっています。「しかし運転手は持っていた」では何を持っていたのかわかりませんよね。そこで左側の部分から「過去完了形」のhadn't を探し、上下に並べて考えましたね。
 紙上：カルチャースクール


         　　  （高校編）
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